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休日救急医療当番医・無料相談　ほか

診療日 診療科目 医療機関名 電話番号

３日㈷
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 ㉒2211
内科・外科 会 田 病 院 42121
歯　 科 斎 須 歯 科 医 院 32424

４日㈷
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 ㉒2211
内科・外科 会 田 病 院 42121
歯　 科 ひぐち歯科クリニック ㉑5404

５日㈷
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 ㉒2211
内科・外科 会 田 病 院 42121
歯　 科 た ま ち 歯 科 医 院 42448

７日㈰
小 児 科 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク 42020
内科・外科 か ね こ ク リ ニ ッ ク ㉔4111
歯　 科 佐 久 間 歯 科 医 院 44114

12日㈰
小 児 科 みうら小児クリニック ㉘1001
内科・外科 くにい増見クリニック 42254
歯　 科 佐 藤 歯 科 医 院 ㉓1142

21日㈰
小 児 科 にしごうキッズクリニック ㉙4425
内科・外科 しらかわ腎泌尿器内科クリニック ㉔2411
歯　 科 鈴 木 歯 科 医 院（ 立 石 ）㉒6181

24日㈰
小 児 科 わたなべ子どもクリニック ㉑2166
内科・外科 鈴木ホームクリニック ㉛4141
歯　 科 鈴 木 歯 科 医 院（ 表 郷 ）32028

５ 月の休日救急医療当番医

５ 月の無料相談
種類 開設日 時間 会場・問い合わせ先 内容

弁護士法律相談
（要予約）

10日㈬
22日㈬ 10:00 ～ 12:00 ●消費生活センター（本庁舎地下）

※マスク着用の上で、対面式の相談となります。
問市消費生活センター☎㉒1144
　（平日／午前９時～午後５時）

多重債務、離婚・相続
問題などのトラブル、
被災者の抱える二重ロ
ーン問題の相談など

14日㈬
41日㈬ 14:00 ～ 16:00

交通事故相談 月～金
曜日

９:00
14:00

～
～
12:00
16:00 問県庁県政相談コーナー☎022-521-2241 損害賠償請求や示談の

仕方など
心配ごと相談 ９日㈫

24日㈫ 10:00 ～ 12:00 ●中央老人福祉センター（北中川原）
問市社会福祉協議会☎㉔2222

生計、家族に関するこ
となど

認知症の人と
家族の会 24日㈰ 14:40 ～ 15:40 ●中央老人福祉センター（北中川原）

問同県南地区事務局☎52482
認知症本人と家族の相
談や話し合いなど

あったかカフェ 14日㈭ 14:40 ～ 12:40 ●マイタウン白河地下会議室（本町）
問高齢福祉課☎㉒1111内線2154

認知症に関する相談
どなたでも参加可能

市民あったか
相談所

月～金
曜日　 ８:40 ～ 14:15

●生活防災課
問生活防災課内専用電話☎㉒1414 市行政等に関する相談

空き家の利活用
相談

●企画政策課
問☎㉒1111内線2440～2442

空き家バンクの登録な
ど利活用に関する相談

おくやみ窓口
利用の予約

問市民課☎㉒1111内線2144
各庁舎地域振興課　表郷☎32114
大信☎42112　　東☎32114

亡くなられた方に関す
る市役所での各種手続
きの予約

ハートコール
（いじめ等相談電話）

問ハートコール相談専用電話
☎0400-400-1484（フリーダイヤル）

児童・生徒のいじめな
どに関する相談

《小児平日夜間救急外来》
●場所　白河厚生総合病院　小児科外来☎㉒2211
●時間　午後７時15分～９時15分（土・日・祝日を除く）
※受診する時には、必ず事前に連絡してください。

善 意の窓 あたたかい善意をありがとうございました。

〈愛の基金〉
♥20万円 竹貫　秀隆　様（向寺）
♥３万円 穗積　隆一　　様（表郷番沢）
♥３万円 長谷川　大樹　様（表郷小松）
♥２万円 松本　一夫　様（東釜子）
♥５千円 金勝寺ボランティア　佐藤　力　様
〈小・中学校教育振興寄附金〉
♥４万円 松本　一夫　様（東釜子）
♥２万円 鈴木　武春　様（東上野出島）
♥２万円 長田　辰彦　様（東上野出島）
♥44,241円 昭和22年度卒　白一小６年２組同級会　様

（２月受付分）

〈保育園・幼稚園振興寄附金〉
♥２万円 長田　辰彦　様（東上野出島）

〈学校教育振興寄附金〉
♥２万円 鈴木　房勝　　様（東下野出島）

 5　　　月の献血 ※日程が決まり次第、市ホームページ
　でお知らせします。

〈地域文化財保存寄附金〉
♥５万円 （一社）白河鎮英魂保存会

代表理事　笠原　重信　様
〈ふるさと文化振興基金寄附金〉
♥３万円 故　小林　キミ　様（会津町）
♥１万円 岡部　光男　様（真舟）
〈白河を守ろうコロナ対策支援寄附金〉
♥42,515円 NPO法人　極真カラテ　門馬道場　様

気軽に、最初は日本語を交え、徐々に英語を増やし、
会話を楽しむサークル活動です。

今さら英語ですか？そうです、今からです！
住所：福島県西白河郡西郷村石塚97（西郷イオンさん向い）
連絡先：小林文樹 090-2600-4382 f-Kobayashi@ide-j.com

コース 曜日 時間 料金
一般／入門コース 毎週 (水) 19:00～21:00 1,000円 / 回

(初回無料)入門／シニアコース 毎週 (土) 17:00～19:00白河英会話サロン

11111回回回回回2回回2222222時間時間時間時間時間1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000円1111回回回回回回回
毎週

回222222時間
毎週毎週毎週毎週毎週毎週毎週毎週毎週毎週毎週毎週毎週毎週毎週 水

時間時間時間時間時間時間時間
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水19

1,0001,0001,0001,000時間時間時間時間時間時間時間
1919191919191919191919191919191919191919191919191919時～

1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000
時～時～時～時～時～時～時～時～時～時～時～時～時～時～時～/

1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000
時～時～時～時～時～時～//////////土

1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000円1,0001,0001,0001,000
土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土17

円円円円円円
1717171717171717171717171717171717171717時～

11111回回回回回回回回回22222222時間時間時間時間時間時間時間時間時間時間時間時間時間時間時間時間時間1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000円円円円円円円

《救急電話相談》
　すぐに受診するか救急車を呼ぶか判断に迷った時は、
＃7119をご利用ください（465日22時間対応）。
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財
政
局
は
各
省
と
の
調
整
が
多
い
。
大
蔵
省

と
は
地
方
財
政
の
根
幹
で
あ
る
地
方
交
付
税
総

額
を
、
旧
建
設
省
や
農
水
省
等
と
は
補
助
残
の

地
方
負
担
額
に
つ
い
て
折
衝
す
る
。
ま
た
、
警

察
庁
や
建
設
・
厚
生
・
労
働
省
の
源
は
内
務
省

で
あ
り
、
旧
自
治
省
は
そ
の
親
分
格
に
あ
た
る
。

自
然
と
霞
ヶ
関
全
体
に
人
脈
が
で
き
る
。

　
自
治
官
僚
は
、
課
長
や
部
長
と
し
て
道
府
県

に
出
向
し
、
自
ら
の
目
で
地
方
の
実
態
を
掴つ

か

む
。

国
の
事
業
の
大
半
は
県
・
市
町
村
を
通
し
て
実

施
さ
れ
る
。
地
方
自
治
体
の
反
発
が
出
な
い
よ

う
国
と
の
調
整
に
心
を
砕
く
。
霞
ヶ
関
に
も
地

方
に
も
通
じ
た
逸
材
を
、
官
邸
は
見
逃
さ
な

か
っ
た
。
時
の
中
曽
根
首
相
も
、
後
藤
田
官
房

長
官
も
内
務
省
の
出
身
。
石
原
さ
ん
は
次
官
退

任
後
ほ
ど
な
く
し
て
官
邸
に
入
る
。

　
平
成
５
年
３
月
初
旬
。
地
方
課
長
席
の
電
話

が
鳴
っ
た
。
課
長
は
不
在
で
、
課
長
補
佐
の
私

が
受
話
器
を
と
っ
た
。
柔
ら
か
な
女
性
の
声
で

「
こ
ち
ら
は
内
閣
官
房
副
長
官
室
で
す
。
石
原

副
長
官
に
代
わ
り
ま
す
」
び
っ
く
り
仰
天
！
官

僚
の
ド
ン
が
知
事
な
ら
ま
だ
し
も
、
直
接
課
長

の
と
こ
ろ
に
と
は
…
。「
特
別
交
付
税
配
分
の
作

業
中
だ
と
思
い
ま
す
が
、
宜
し
け
れ
ば
〇
〇
町

に
ご
配
慮
戴
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
町
村
分
は
県
が
配
分
し
担
当
が
地
方
課
で
あ

る
こ
と
、
災
害
や
先
進
的
取
り
組
み
に
配
意
し

算
定
す
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
る
。
命
令
調
さ

は
微み

塵じ
ん

も
感
じ
な
い
。
国
を
背
負
っ
て
い
る
方

と
は
思
え
な
い
優
し
く
謙
虚
な
声
だ
っ
た
。

　
元
官
房
副
長
官
の
石い

し

原は
ら

信の
ぶ

雄お

さ
ん
が
亡
く

な
っ
た
。
在
位
７
年
３
か
月
。
竹
下
内
閣
か
ら

村
山
内
閣
ま
で
の
７
政
権
を
支
え
た
。
こ
の

時
期
は
次
々
と
政
権
が
変
わ
る
混
迷
期
。
盤
石

と
み
ら
れ
た
竹
下
政
権
が
早
々
に
退
陣
。
自
民

党
が
下
野
し
非
自
民
の
細
川
政
権
が
誕
生
。
自

民
党
が
社
会
党
委
員
長
を
首
相
に
担
ぎ
あ
げ
る
。

政
治
家
が
権
力
闘
争
に
あ
け
く
れ
る
中
、
官
邸

を
守
り
〝
影
の
首
相
〞
と
呼
ば
れ
た
。

　
石
原
さ
ん
は
旧
自
治
省
で
財
政
課
長
、
財
政

局
長
を
経
て
事
務
次
官
に
就
任
。
現
在
の
地
方

財
政
制
度
を
完
成
さ
せ
た
功
労
者
。
氏
の
「
地

方
財
政
論
」
は
自
治
体
の
財
政
担
当
職
員
の
必

読
書
だ
っ
た
。
昭
和
57
年
の
冬
。
私
は
総
務
部

長
の
お
供
で
財
政
局
長
を
訪
ね
た
。
戦
前
の
最

強
官
庁
の
内
務
省
が
あ
っ
た
赤
茶
色
の
重
厚
な

ビ
ル
。
さ
ぞ
か
し
広
い
部
屋
だ
ろ
う
…
。
だ
が

そ
こ
は
驚
く
ほ
ど
狭
く
質
素
だ
っ
た
。

　
部
屋
の
主
も
い
た
っ
て
小
柄
。
柔
和
な
顔
に

穏
や
か
な
語
り
口
。
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
く
だ

さ
っ
た
。
群
馬
県
の
養
蚕
農
家
の
生
ま
れ
。
良

き
田
舎
が
育
ん
だ
上
質
な
人
格
が
滲に

じ

み
出
て
い

た
。
国
の
基も

と
い

で
あ
る
地
方
の
安
定
と
発
展
を
願

う
〝
牧ぼ

く

民み
ん

官か
ん

〞
を
目
指
し
た
旧
内
務
省
の
精
神

を
受
け
継
ぐ
自
治
官
僚
の
申
し
子
だ
っ
た
。

　
官
房
副
長
官
に
各
省
を
指
揮
す
る
権
限
は
な

い
。
大
抵
の
こ
と
は
事
務
次
官
の
段
階
で
決
ま

る
。
副
長
官
は
各
省
と
官
邸
の
調
整
役
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
激
動
す
る
時
代
と
石

原
さ
ん
の
秀
で
た
情
勢
分
析
と
判
断
力
が
、
副

長
官
の
知
名
度
と
存
在
感
を
高
め
た
。

　
昭
和
天
皇
の
大た

い

喪そ
う

の
礼
、
貿
易
不
均
衡
是
正

の
日
米
構
造
協
議
、
自
衛
隊
の
海
外
派
遣
法
案
、

コ
メ
の
市
場
開
放
、
阪
神
淡
路
大
震
災
…
。
ど

れ
も
一
省
庁
で
は
解
決
で
き
な
い
難
問
。
首
相

直
属
の
内
閣
官
房
が
捌さ

ば

く
し
か
な
い
。
そ
の
中

心
が
石
原
さ
ん
だ
っ
た
。
弱
い
政
権
の
中
で
、

時
に
政
治
領
域
に
踏
み
こ
む
判
断
も
し
た
。

　
平
成
５
年
６
月
、
北
朝
鮮
が
日
本
海
に
向
け

て
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
。
官
邸
の
機
密
事
項
だ
っ

た
が
、
国
民
に
注
意
喚
起
す
べ
き
と
の
信
念
か

ら
、
独
断
で
番
記
者
に
明
ら
か
に
し
た
。
夕
刊

に
は
一
斉
に
「
政
府
筋
」
か
ら
と
報
じ
ら
れ
た
。

政
府
筋
と
の
記
事
の
大
半
は
石
原
さ
ん
が
発
信

源
だ
っ
た
。″
国
民
の
た
め
の
官
僚
〞
と
し
て

の
矜き

ょ
う

持じ

と
度
胸
は
並
大
抵
で
は
な
い
。

　
石
原
さ
ん
は
、
か
ね
て
か
ら
首
相
の
政
策
実

現
の
た
め
官
邸
の
強
化
を
提
唱
し
て
い
た
。
そ

れ
は
退
任
後
に
実
現
し
た
。
だ
が
今
度
は
官
僚

の
人
事
権
を
内
閣
人
事
局
が
握
り
、
官
邸
の
力

が
強
く
な
り
過
ぎ
た
。
そ
の
結
果
、
官
僚
が
萎

縮
し
、
政
権
へ
の
忖そ

ん

度た
く

が
は
び
こ
る
こ
と
を
い

た
く
憂
慮
さ
れ
て
い
た
。
石
原
さ
ん
は
常
に
政

と
官
の
〝
間
合
い
〞
の
重
要
性
を
説
い
て
い
た
。

ま
さ
に
国
士
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
人
だ
っ
た
。

「
日
本
を
背
負
っ
た
行
政
マ
ン
」

市長の手控え帖
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